
問８(イ)
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シベリア気団

温度の高い海水からの

大量の水蒸気をふくみ，

しめった空気になり雲

が発生

雲は，積雲
せきうん

へと

発達する。

北西の季節風

季節風は上昇気流と

なり積乱雲が発達し

日本海側に大量の雪

を降らせる

乾燥した空気に

なり太平洋側に

晴天で乾燥した

日が多くなる

大陸 日本海 太平洋日本海側 太平洋側

日本列島

図２をもとに，冬の日本における，太平洋側の各

地の天気について説明したものとして最も適する

ものを一つ選び，その番号を書きなさい。

１．雪の日が続くことが多い。

２．くもりや雨の日が続くことが多い。

３．乾燥した晴れの日が続くことが多い。

４．天気が周期的に変わることが多い。

問８(ウ)

湿度 Z％×

実際の水蒸気量

Y×

100
Z

式では
100
Z

9.4×100
60 ＝ 5.64g 露点 b＝2℃(雲ができる気温)

ふもと10℃

気温が8℃下がればよい
1℃下がる→100m上昇

8℃下がる→800m上昇

雲ができる気温2℃

( b )

( c )

c＝800m

Guts & Guts

その気温の
飽和水蒸気量

実際の水蒸気量


